
旅先で歩き回ると気になりませんか？

着物保管に使う和紙で作った 靴の消臭剤。

各位

ニュースリリース

令和5年6月13日

❖歩き回れば靴は蒸れます

京都の観光客が増加しています。祇園祭など1日中歩き回って観光すると「靴の中が

蒸れて気持ちが悪い」 「川床で靴をぬぐ時、臭いが気になる」という方も多いのではな

いでしょうか。蒸れた靴は、2～3日しっかり乾燥させないと雑菌が増殖し悪臭を発生さ

せます。しかし旅先では翌日も同じ靴ということがほとんどですので蒸れと臭いは残っ

たまま。そこで宿泊先に戻ってから靴の中に「臭ューズ侍」を入れて置きます。寝ている

間に靴の中の蒸れを整え、雑菌の増殖を抑制、翌朝にはさわやかな靴の環境に戻し

ます。消臭だけではなく除湿や抗菌といったプラスαの効果が着物保管に使用される特

殊和紙の効果です。

【お問合せ先】
和玄株式会社 担当：富樫（トガシ） 電話:075-343-4728 E-mail: info@wagen-kyoto.com
営業時間：平日（月～金） 9：30～18：00
臭ューズ侍：サイト：https://shoesamurai.hp.peraichi.com
和玄サイト：https://wagen-kyoto.com

❖イレギュラー品の有効活用

「臭ューズ侍」の中身の特殊和紙は、 社会福祉施設で製造する「たとう紙」（着物を包

む和紙）のイレギュラー品を利用しています。天日干しで機能回復、薬剤を使用しない

ため不要の際でも土に戻すことができます。和玄株式会社では、特殊和紙が持つ特

長や各種効果から、着物保管だけでなく、日常生活の悩みを解消する和紙として便利

な使い方を研究・提案しています。

和玄株式会社は、足の不快感を気にせず楽しい旅行が続けられるように、着物保管

に使用する「特殊和紙 」を利用した靴の消臭剤 「臭ューズ侍」を製品化しましたので

お知らせします。

https://shoesamurai.hp.peraichi.com/
https://wagen-kyoto.com/

